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〔お問い合わせ先〕 
■大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当（松村、勝部、長尾） 

                            ＴＥＬ：０６－６９４４－６３００ 

■独立行政法人都市再生機構 西日本支社 

都市再生業務部 事業推進課（田村、小田、柏井、下村） 

               ＴＥＬ：０６－４７９９－１１７２ 

  

２０２６年８月１９日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

（同時提供先：森之宮記者クラブ、近畿建設記者クラブ、大阪建設記者クラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実証実験の概要】 

1.実 施 日：２０２６年９月１７日（木）１０時～１２時、１３時～１７時 

※雨天・強風時中止。予備日９月１８日（金） 

2.実施場所：UR森之宮第２団地（大阪府大阪市城東区森之宮２丁目１−９） 

3.実施主体：株式会社竹中工務店（代表企業、本社：大阪市中央区本町４丁目１-１３） 

4.共同実施：スズキ株式会社、株式会社ストリーモ、株式会社山善、アダワープジャパン株式会社 

5.実施対象：UR森之宮団地、森之宮第２団地に居住する住民など（１６歳以上） 

○ 株式会社竹中工務店（代表取締役社長＝丁野成人、本社：大阪市中央区、以下、竹中工務店）は、共

同実施企業４社とともに、「シェアマイクロモビリティと自律自動・遠隔操作牽引ロボットによるラ

ストマイルの新たな移動・搬送サービスの確立に向けた実証実験」を９月１７日（木）にUR森之宮

第２団地で実施する。本件は、大阪商工会議所（以下、大商）と独立行政法人都市再生機構（以下、

UR都市機構）が共同で公募・採択した、大阪城東部地区のフィールド「UR森之宮ビル（ほとりで）

等」を活用した実証実験事業の一つ。 

○ 近年、高齢化の進行などを背景に、街区内の短距離移動や荷物搬送など、いわゆる「ラストマイル」

における新たな移動・物流手段の確立が求められている。一方、移動手段としてのシェアモビリティ

の普及も進んでおり、これらを活用した新たな移動手段・輸送サービスへの期待が高まっている。そ

こで竹中工務店は、シェアマイクロモビリティや自律自動・遠隔操作牽引ロボットを使用した街区

ラストマイルの新しい移動・搬送サービスの確立に向けた検証を行う。 

○ 具体的には、①電動３輪・４輪マイクロモビリティ走行検証、②自律・遠隔制御ロボットによるマイ

クロモビリティ牽引検証、③自律・遠隔制御ロボットによる荷物自動運搬検証を実施する。 

○ 実証実験当日の１４時～１５時にはプレス向け取材会を実施する。 

○ なお、実証実験に先立ち、９月１５日（火）に、モビリティハブを核としたシェアモビリティサービ

スをエリア活性化にどう繋げるかを議論するセミナーをUR森之宮ビル「ほとりで」にて開催する。 

記者配布資料 

 

大阪商工会議所×UR都市機構 まちなかリビングラボプロジェクト第２弾 

大阪城東部地区（UR森之宮ビル「ほとりで」等）における実証実験 

「シェアマイクロモビリティと自律自動・遠隔操作牽引ロボットによる 

ラストマイルの新たな移動・搬送サービスの確立に向けた実証実験」を実施

９月１７日にプレス向け取材会を実施 
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■実証実験の目的 

近年、高齢化の進行などを背景に、街区内の短距離移動や荷物搬送など、いわゆる「ラストマイル」

における新たな移動・物流手段の確立が求められている。一方、移動手段としてのシェアモビリティの

普及も進んでおり、これらを活用した新たな移動手段・輸送サービスへの期待が高まっている。そこで

竹中工務店は、シェアマイクロモビリティや自律自動・遠隔操作牽引ロボットを使用した街区ラストマ

イルの新しい移動・搬送サービスの確立に向けた検証を行う。 

 

■実証内容（検証項目） 

① 電動３輪・４輪マイクロモビリティ走行検証 

                  ・年齢等による運転の安心・楽しさ度合を２輪モビリティとの比較で検証 

                  ・団地内での安全・安心な走行速度の検証 

 

② 自律・遠隔制御ロボットによるマイクロモビリティ牽引検証  

・自律・遠隔制御牽引ロボットと被牽引モビリティとの自動着脱 

・マイクロモビリティの乗りたい場所への呼出・再配置にかかる時間の検証 

・利用者から見たシステム・オペレーション課題の抽出 

③ 自律・遠隔制御ロボットによる荷物自動運搬検証 

・住民の買物荷物の自動運搬の検証（買い物カート自動牽引） 

・住民のゴミ自動運搬の検証 

・物流事業者のラストマイル利用を想定し検証 

・遠隔制御ロボットとの会話体験について実験参加者に感想をヒアリング 

・買物・ゴミ自動運搬の利便性について実験参加者に感想をヒアリング 

 

＜シェアマイクロモビリティ試乗・ロボット牽引体験会＞ 

■日  時 ２０２６年９月１７日（木）１０時～１２時、１３時～１７時 

      （プレ体験会：９月１６日（水）１５時～１７時） 

      ※雨天・強風時中止。予備日９月１８日（金） 

■場  所 UR森之宮第２団地９号棟付近（右記地図参照） 

■体験時間 お一人様約３０分 

■対  象 １６歳以上の方 

■内  容 ・電動３輪立ち乗り・４輪座り乗りのパーソナルモビリティの試乗・呼出・乗捨て体験 

・遠隔操作ロボットとの会話による荷物の自動搬送体験 

■一般参加 ・下記URLもしくは右記QRコードからお申し込みください（先着順）。 

       URL https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfHuZrYIMxVGTkTPrfGdZd7Oiiux764CItbda1-evGfqo46PA/viewform 

※報道関係者の方向けには、９月１７日（木）１４時～１５時に取材会を実施します。 

取材ご希望の場合、９月１６日（水）１２時までに、添付資料の取材連絡票でお申し込みください。 
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＜参考：大阪城東部地区（UR森之宮ビル「ほとりで」等）での実証実験公募について＞ 

 大商と UR 都市機構は、将来の大阪の「ヒガシ」の拠点として注目を集める大阪城東部地区にある、UR

森之宮ビル「ほとりで」、UR森之宮団地、UR森之宮第２団地を活用し、企業・団体の先端技術などにより

「さまざまなくらしのカタチ」を体現する実証実験を、２０２５年１２月１５日から２０２６年１月３０

日まで募集。全国から寄せられた９件の提案のうち、５件を実証実験実施案件として採択した。 

◆大阪城東部地区実証実験公募時 プレスリリース（２０２５年１２月１５日） 

https://www.osaka.cci.or.jp/Chousa_Kenkyuu_Iken/press/20251215UR_jissyou.pdf 

◆大阪城東部地区実証実験実施案件決定 プレスリリース（２０２６年４月８日） 

https://www.osaka.cci.or.jp/Chousa_Kenkyuu_Iken/press/260408ur5.pdf 

 

＜添付資料＞ 別添：取材要領・取材連絡票 

 

＜参考：シェアモビリティ・モビリティハブ セミナー「地域を活性化するモビリティハブとは」＞ 

■日  時  ２０２６年９月１５日（火）１３時３０分～１７時（１３時～１８時モビリティ展示） 

■場  所  UR森之宮ビル「ほとりで」 

■主  催  株式会社竹中工務店 

■参加対象  UR森之宮団地、森之宮第２団地に居住する住民、「ほとりで」に集う方、関連企業 

■参加申込  事前登録制 下記URLもしくはQRコードからお申込みください（先着順）。 

URL https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdkbA4EZhK1iQzO_UdwLZilQSYNeRfrZJCzc8F_pwNcNoWvoQ/viewform 

■趣  旨  モビリティハブを核としたシェアモビリティサービスをエリア活性化 

にどう繋げるかを有識者・関係者でディスカッションする。 

■プログラム １３：００～      実証実験に使用するモビリティ展示開始（展示は１８：００迄） 

１３：３０～１３：３５ セミナー目的・参加者・スケジュール紹介 竹中工務店 

１３：３５～１３：５５ 大阪城東部地区のまちづくりについて UR都市機構 

            大阪城東部地区における実証実験について 大阪商工会議所 

１３：５５～１４：２５ 「まちの活性化拠点としてのモビリティハブ」（仮題） 

 大阪公立大学 大学院生活科学研究科 准教授 加登 遼 氏 

１４：２５～１４：５５ 「モビリティハブ・シェアモビリティ実践事例」（仮題） 

株式会社AMANE 取締役 齊藤 せつな 氏 

１４：５５～１５：００  まち･ヒトKAIZAIシステムご紹介 竹中工務店  

１５：００～１５：１０  ＜休憩＞ 

１５：１０～１５：５５ 「先進的マイクロモビリティ・ロボット紹介」（仮題） 

スズキ株式会社、株式会社ストリーモ、 

 アダワープジャパン株式会社 

１５：５５～１６：１０ 「シェアモビリティ自律･遠隔牽引実証実験」紹介 竹中工務店 

１６：１０～１７：００ ディスカッション「まちを活性化するスマートモビリティハブ」（仮題） 

                                  進行：竹中工務店 

登壇：UR都市機構、大阪公立大学 加登氏、株式会社AMANE 

齊藤氏、株式会社竹中工務店、スズキ株式会社、 

株式会社ストリーモ、アダワープジャパン株式会社 
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シェアマイクロモビリティと自律自動・遠隔操作牽引ロボットによる 

ラストマイルの新たな移動・搬送サービスの確立に向けた実証実験 

取材要領 

大阪商工会議所 

○ 集合時間： ２０２６年９月１７日（木）１４：００～１５：００ 

○ 集合場所： UR森之宮第２団地９号棟付近（本リリース２ページ目の地図参照） 

○ 実証実験場所：UR森之宮第２団地 

○ 次第： 

１４：００～１４：１０ 趣旨・概要説明 

１４：１０～１４：４０ 電動マイクロモビリティ試乗・呼出・乗捨て 体験会 

１４：４０～      インタビュー、質疑、写真撮影等 

１５：００        終了 

○ 申込： 

取材ご希望の方は、９月１６日（水）１２時までに別紙連絡票で大阪商工会議所 産業部 産業・技

術振興担当へご連絡ください。 

○ その他： 

ご参加にあたり、「報道」腕章を各自ご用意いただき、撮影など、取材中は、必ず腕章を着用してくだ

さい。また、受付時に名刺を１枚頂戴します。 

雨天・強風の場合、中止します。 

  （取材会当日、中止する場合は、当日９月１７日（木）１１時までに下記連絡票に記載いただいたEmail

宛てに中止の旨、ご連絡いたします。） 

 

○ 連絡先： 大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当（松村、勝部、長尾） 

     TEL：06-6944-6300 Email：sangyo@osaka.cci.or.jp 

取材会当日のみ 連絡先：080-8424-8650 

以 上 

  

別添 
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送信日 ２０２６年  月  日 

 

大阪商工会議所 産業部 産業・技術振興担当 行 

(ＦＡＸ：06-6944-6249、または Email：sangyo@osaka.cci.or.jp) 

※ お手数ですが９月１６日（水）１２時までにご連絡をお願いいたします。 

会場の関係で参加記者数（スチールカメラ、TVクルーを除く）の上限に達した場合、 

人数を調整させていただく可能性がございます。予めご了承のほどよろしくお願いいたします。 

（参加者数の調整依頼をする場合は、大阪商工会議所から個別にご連絡いたします。） 

 

９／１７（木） 

シェアマイクロモビリティと自律自動・遠隔操作牽引ロボットによる 

ラストマイルの新たな移動・搬送サービスの確立に向けた実証実験 
ご取材者連絡票 

 

貴社名 ：                                            

ＴＥＬ：                                              

Email：                                              

当日緊急連絡先（携帯電話）：                               

 

※記者以外にスチールカメラ、ＴＶクルーが参加される場合は、参加される方全員をご登録ください。 

ご出席者氏名 備 考 

 
取材代表者（記者） 

 記者 ・スチールカメラ ・ ＴＶクルー 

（いずれかに〇） 

 記者 ・スチールカメラ ・ ＴＶクルー 

（いずれかに〇） 

 記者 ・スチールカメラ ・ ＴＶクルー 

（いずれかに〇） 

 記者 ・スチールカメラ ・ ＴＶクルー 

（いずれかに〇） 

 記者 ・スチールカメラ ・ ＴＶクルー 

（いずれかに〇） 

（計     名） 

 

以上 

mailto:sangyo@osaka.cci.or.jp

